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1．プランの目的
 西日本豪雨から7年が経過し、地域ぐるみの避難訓練や防災訓練、学校ごとの避難訓練が実施され、着実な復興や防災体制の構築につながっている。昨年度は、まびふれあい公園が完成し、地域の防災拠点もできた。近年、真備地区で徹底的に行われてきた洪水や河川の氾濫に対する防災訓練だけでなく、地震や豪雨による土石流災害等の様々な防災対策が必要とされている。どのような災害がおきても、箭田地区に生活するすべての人々が安全に避難行動をとり、避難生活を送ることができるときに必要な情報ツールを活用して避難訓練を実施したり、現状の課題解決のできるツールを開発したりすることを目的とした。
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2.安全で落ち着いて避難ができるために以前の地域の共通ツール（ヘルプカード Vol.1）



2.安全で落ち着いて避難ができるために新しい地域の共通ツール（ヘルプカード Vol.２）



2.安全で落ち着いて避難ができるために新しい地域の共通ツール（ヘルプカード Vol.２）



まびふれあい公園への避難訓練の実施（地域の方とともに） (202５年10月21日）
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2.安全で落ち着いて避難ができるためにヘルプカード Vol.２を活用した地域防災研修（9月11日、10月9日、11月11日、12月11日、1月27日）



2.安全で落ち着いて避難ができるためにヘルプカード Vol.２を活用した箭田地区地域連携防災訓練（11月23日）



2.安全で落ち着いて避難ができるためにヘルプカード Vol.２を活用した箭田地区地域連携防災訓練（11月23日）



３．特別支援学校防災対応アプリの開発防災研修 「登下校時に地震発生した場合のスクールバスの安全確保」８月２８日（木）
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→ スクールバスの避難場所は、みんなで共有
できた。

→ 携帯電話がつながらないときはどうするの？



≪企業概要≫
• 1973年創業、岡山に本社、東京・京都に展開する ITサービス企業。
• システム開発・アプリ開発・ITコンサルティングで企業や自治体のDX（デジタル変革）を支援。
• Android・iOS アプリ開発にも豊富な実績があり、企画から設計・構築・運用まで総合的にサポート。

≪防災分野での取り組み≫
• 地域の防災訓練において、顔認証技術を用いた避難所受付アプリ「My Shelter」 を展示・実証。 
• 災害時の受付・本人確認を効率化し、混雑緩和や運営負荷の軽減、安全性の向上に寄与するアプリ開発
実績を持っています。 
• 障がいのある方など多様な利用者に対応したシステムデザインを採用し、「誰一人取り残さない防災」の
実現を目指しています。 

≪当社の強み≫
長年のシステム開発・アプリ開発実績
DXで自治体・企業の課題解決を支援
防災現場での実証経験あり
多様な利用者に配慮した設計・開発

３．特別支援学校防災対応アプリの開発アプリ開発協力企業「ビジネスセンター岡山株式会社」様との出会い（11月23日）



３．特別支援学校防災対応アプリの開発アプリ開発打ち合わせ会の実施（12月１１日、12月22日、1月7日、1月27日）



Evac Navi
特別支援学校向け 避難情報共有アプリ

すべての児童を、確実に安全な場所へ
災害発生時の児童引き渡しを、安全かつ効率的に



支援が必要な児童の安全確保を最優先
 特別支援学校の課題

児童の特性に応じた配慮が必要
送迎車両が広域に分散

  引き取り者の確実な本人確認
保護者以外の引き取り者が多い

Evac Naviが解決
  プッシュ通知で即座に情報共有

リアルタイム位置追跡
  QRコード/顔認証で確実な本人確認

  ハザードマップで安全な避難先を案内



主要機能

緊急アラート
全関係者に即時通知
地震・津波・火災・洪水

リアルタイム追跡
児童の所在を常時把握

在校/車両中/避難所/引渡済
QRコード認証

確実な本人確認
引き取り者を安全に認証

ハザードマップ
津波・洪水・土砂災害
危険エリアを可視化

音声ガイダンス
ひらがな読み上げ

児童を避難所へナビ
オフライン対応

災害時も安心
事前DLでネット不要



4つのユーザー × 専用画面

保護者
• お迎え情報を登録
• QRコードで引き渡し
• バス位置をリアルタイム
確認
• 多言語対応 / / /

教職員
• 緊急アラート発報
• 児童所在を一覧管理

• QRスキャンで引き渡し確認
• 安否確認の集計・管理

ドライバー
• 緊急時の移動可否を報
告
• 乗客の安否を報告
• 位置情報を自動送信
• 車両インシデント報告

児童
• 大きなボタン (64dp+)
• ひらがな読み上げ
• 避難所ナビゲーション
• 絵文字で気持ちを伝える



実際の画面イメージ

 教職員画面

児童状況サマリー
・全員45人中40人が安全
・車両中3人、引渡済2人
車両・お迎え状況を
リアルタイムで把握

 保護者画面



4．今後の展開
・特別支援学校防災対応アプリ（evac-navi）の開発することができた。
・今後、児童生徒等が自分の身を守り、自分のことを伝え、どのように活用できるか実績を重ねたり、地域の避難訓練や登下校時の避難訓練等で活用したりして精度を高め、全国の特別支援学校やスクールバス等を利用している学校で活用できるようにしていきたい。
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高等部3年生 防災・減災学習(地域の方とともに)
 ・毎年、真備町箭田地区のヘルプカードを活用した地震の避難訓練を行っている。
 ・体育館への避難の仕方を確認し、実際に新しいヘルプカードを使った体育館への避難を実践する予定（2月19日）である。
 ・ヘルプカードに挟んでいる受付カードを提出していたが、今年度は特別支援学校防災対応アプリ（evac-navi）を活用する予定である。
 ・平成30年の被災のとき、避難所の体育館の受付は大混乱した。そのことの改善のためのアプリを使用した実証実験を行う予定である。
 ・落ち着いて非難をした後に、簡易ベッドに寝てみたり、災害非常食の試食をしたり、避難生活体験も行う予定である。




